
岩井又沢畑沢岩井又沢畑沢岩井又沢畑沢岩井又沢畑沢～チームアサレンがゆく！～ 

【日   時】2008年 8月 9日(土)～12日(火)   【天 候】快晴 

【参 加 者】Ｉ木、Ｉ村、Ｋ崎、かば 

        

≪≪≪≪コースタイムコースタイムコースタイムコースタイム≫≫≫≫    

8月  8日(金) 20:00博多駅―(新幹線)―22:28新大阪駅 23:32―(急行きたぐに)― 

8 月 9 日(土) 8:30 新潟駅 8:39―(快速べにばな 2 号)―10:13 小国駅―(タクシー)―

11:25奥三面ダム先登山口―13:15入渓―16:30ガッコ沢出合(泊) 

8月 10 日(金) 6：50ガッコ沢―14：00大上戸沢―17：00畑沢出合(泊) 

8 月 11 日(金) 7：30 畑沢出合―8：30 清水沢―9：50 嘉助滝―18：00 標高 1600m

手前(泊) 

8月 12日(火) 6：30泊地―7：10縦走路―7：20西朝日岳―9：45朝日岳―13：30

古寺鉱泉 

 

≪≪≪≪    報報報報                告告告告    ≫≫≫≫    

プロローグプロローグプロローグプロローグ((((報告報告報告報告：：：：ＫＫＫＫ崎崎崎崎))))    

3 年前のリベンジを果たすべく行って参りました。前回は、東北地方は大雨続きで泣

く泣く岩井又の遡行をあきらめ、転戦に転戦を重ね 9 日間におよぶみちのく放浪の旅

となりました。（記録は 2005 年の 8月参照） 

今回は、メンバーも新たに朝日レンジャー、略して「アサレン」と命名し、5月中旬

から計5回公式トレーニングをこなして臨みました。（今回も例会アフターの十徳やで

盛り上がりメンバーが決まったような気がする…） 

残念ながら、直前でキレンジャーことｆ末君が仕事の都合でキャンセルとなり、アカ・

アオ・ミド・モモレンジャー4人での山行となりました。 

 

8888月月月月 8888日日日日        

 いよいよアサレン本番出発の日！期待と不安

が入り混じる中、博多駅に向かう。見送りにＴ

橋さん、Ｉ田さん、Ｉ上さんが来てくれた。多

謝！差し入れのビール＆つまみ＆スイーツまで

いただき一同大感激。出発後、30 分にして宴会

列車になったことは言うまでもない…。新大阪

で寝台列車に乗り継ぎ、さらに旅感が増す。寝



台列車は昭和の香りが漂ふ。前回は、新潟まで飛行機でぴゅーっと飛んだけど、鉄旅

もいいもんです。 

 

8888月月月月 9999日日日日        

翌朝、新潟から村上に向かう予定だったが、通行止めとのことで小国回りで行くこ

とに。この時乗った列車べにばなが凄かった。乗った当初は全く気付かなったが、鉄

男パラダイスだった。人間ウォッチがかなりオモロく、楽しませてもらった。 

 小国からタクシーに乗り、奥三面ダム登山口に向かう。タクシーの運転手さんによ

ると、今年は岩井又の水量は少ないとのこと。タクシーを降りるやいなや、アブの猛

攻撃に遭う。想像以上だ。早速みんな防虫ネット装着。登山届を見ると数時間前に同

じルートで入っている 2 人パーティーがいた。 

登山道を歩き入渓地点までのアプローチは約

１時間。沢支度をして、いざ入渓。（本流の渡

渉も水量が少なかった。（ガイド本によると、

いきなり胸まで水に浸かると書いてありビビ

ッていた。）渓相は明るく気持ちいい。水も冷

たくない。モカケ沢手前の４ｍくの字滝は右

の側壁から巻く。一泊目はモカケ沢出合の予

定だったが、少し先のガッコ沢付近で幕営する。なだらかな地形で標高がかせげない。

（ｈ220～300ｍ）ゴールは朝日岳。（ｈ1813ｍ）まだまだ先は長いのだ～ 

それでは、2日目にバトンつなぎます。 

 

8888月月月月 10101010日日日日    ((((報告報告報告報告：：：：ＩＩＩＩ木木木木))))    

 昨夜のアブとの死闘から一夜明けた朝・・、恐る恐るテントの外をのぞいて見るが、

アブはまだそんなにいないようだ。しかし、朝 7 時ごろから働き始めるらしく、急に

増えてくる。急いで準備をして、出発。今日も天気は安定している。しばらくは穏や

かな流れのなかを、水につかりながら進んでいく。まずは大きな岩の向こうに 8ｍ大釜

の滝がある。滝の全貌は見えないが、登れ

そうにないので右から巻いた。巻き道はこ

こもしっかりしており、巻き道の上から滝

を見ることができた。その後も穏やかな本

流遡行が続く、が、アブは今日もやたらと

多い。しかも、なぜか分からないが明らか

に、かばやんには他の 3 人よりも多くのア



ブが群がっている。上着にびっしり張り付いて、まるで養蜂場の蜂おじさん並みだ！

時々刺されて痛いのは同じだが、昨日に比べるとあまり何とも思わない。慣れってお

そろしい、人はこうして朝日の沢に通うようになるのか・・、などと考えつつ先へ進

む。両岸から次々と支流が流れ込み、ウデコエ沢の広い川原を過ぎると沢は右にカー

ブする。さらに行くと、大岩の続くところがある。資料の遡行図によると、巨岩の乗

っ越しに苦労するとの事だったが、水量が少ないため、いつの間にか通り過ぎてしま

う。順調すぎるペースで進み、ゴルジュ最後の 6ｍ大釜滝で、竿を出してみる。当たり

はないままゴルジュ終了。しかし、これでもまだ午後 2 時過ぎという早さだった。こ

こからは残り約 1時間、時間も早いため釣りをしながらのんびり進むことにした。 

河原状になり、岩魚が次々とヒットするエリアのはず・・、が、なかなか釣れない。

だんだんと重苦しい空気が漂う中、かばやんが小型の岩魚をヒット！しかしこれはリ

リースした。その後もなかなか成果が無いまま進んでいたところ、Ｉ村兄ぃにいい形

の岩魚がヒット！このあと次々とかかるが 1 匹は糸が切れて逃してしまった。樺やん

も 1匹釣り上げ、ようやく笑顔が戻る。そうこうするうちに、時間が進み、夕方 5時

に畑沢出合の泊地についた。 

 いつものように手分けして整地、薪集めをし

て、夜の準備をする。昨日に比べると、標高が

上がってきたせいか、アブは少ない。昨日はほ

とんどテントから出られない状態だったため、

外で作業ができるだけでもありがたい。ひとと

おり準備をしたら、いよいよ岩魚に着手。今日

は 3 匹なので、刺身はあきらめて、塩焼きだ。

さばいたり刺したり、岩を組み合わせて台にし

て焼いたり、なかなか手間がかかるし難しかったが、焼き上がりの味は格別。「う、う

まい～！！」とみんな感動しきりだった。この日は昨日とは打って変わって、沢らし

い夜を満喫して、心地よい眠りに着いた。 

 

8888月月月月 11111111日日日日    ((((報告報告報告報告：：：：かばかばかばかば))))    

昨夜のイワナ、じっくりと遠火で焼き、アメ色になった皮はパリッと香ばしく、頃

合いよく乾燥させた身の食感は･･あぁ、たまらない。朝も釣りタイムを設けるが、早々

に準備した後、ゆっくりとトイレしていた私は僅か２投でタイムオーバーとなってし

まった。 

この日は畑沢。暫くは平凡な巨岩帯で始まる。ふと気づくとアブが居ない。虫がつ

きやすく、養蜂場の蜂おじさんのように身体にびっしりと隙間無くたかられていた私



は、もはや簡単には着脱が出来ぬほど念入りに防虫ネットを装着しており、そのまま

暫くは様子を伺う。やはり居ない。ザックをおろし、アウターを脱ぎ、アンダーの脇

の固い結び目を解いて防虫ネットを外した。アブからの解放･･･。標高 690ｍ。緑色の

網目を通さずに日中の景色を見るのは２日振りか。ガイド本などに見られる、気の狂

いそうなアブという表現に誇張は無く、正にその通りであった。これまで体験した“い

や～アブが多くてさ、参っちゃったよ～。”なんてものとは一線を画し、シーズンにア

ブエリアに近づくことは二度としまいと静かに固く決意させるものがあった。薄手の

グローブのせいで防ぎきれなかった手の甲が、凸凹に赤く腫れ上がっている。 

 沢は一旦伏流となった後、水が回復し、困難なゴルジュ帯に入る。登攀的要素はこ

の日に凝縮していたのではないか。沢中泊から沢中

泊、早朝から夕暮れまで、たっぷり滝を登り、日暮

れまでにゴルジュを抜け切れるのか焦った。もう終

わってくれーと思った。途中で追い抜いた千葉から

のお二人は、見上げるような側壁を持つ威圧的な大

ゴルジュの中でビバーグしたはずだが、一体どんな

泊まり方をしたのだろう。まずは 15m の嘉助滝、

地形図に名称まで表記される堂々たる滝です。一見

すると左岸（サガン：下流に向って左側）にバンド

らしきものが見え、右に巻くと良さそう。しかしそ

うすると大変なことになり、ここは皆左に巻くとい

うことを私達は記録で知っている。遡行図やガイド

で予習することは、沢登りのロマンを減じるという意見に共感するが、その加減も難

しい。だが右岸もまた困難で、1時間半の大高巻きとなってしまった。足を滑らせなが

ら、傾斜のきつい樹林帯を直登するが、なかなかトラバース出来そうなところが見つ

からない。掴む枝も気持ちも折れそう。私達は体力的にくたくたで、Ｉ村さんは精神

的なつらさを抱えていた。メンバー皆がルートを見出せなかったわけだが、こうして

追い上げられている間、先導する立場はつらいと思う。最後は、雪崩のせいで下向き

に生えている木の幹に、捨て縄をタイオフして支点を作って懸垂下降。ゴルジュに戻

った。 

続いて 70m滝の上部をトラバース。難しいのはワンポイントであるが、リードなん

て絶対無理。上からロープで確保してもらいながらマイクロカムにつけたシュリンゲ

をあぶみにして超えた。私は、Ｉ村兄ぃがセットしたエイリアンだから大丈夫だと、

気持ちを奮い立たせて超えたのだが、ビレイ点まで行くと“あれ抜けるよ！落ちたら

（ギアの）回収に行けないからカムの確保をしとかなきゃっ。”と言われて驚いてしま



った。 

 2段 8ｍ滝では千葉のお二人の荷揚げをサポートし、

その後も何度も滝でロープを出した。すっぱりと深く

切れ込み、曲がりくねった、スケールの大きなゴルジ

ュに感嘆させられる。長いゴルジュ帯を抜けると、岩

が減り、笹や花が段々と出てきだした。気がつくと、

穏やかな緑の曲線で形成された源流部の風景に一変し

ていた。上には西朝日岳の稜線が見える。とても素敵

な終わり方であった。日没までにと、バイルを使って

急ピッチで斜面を削り、足で踏み固めてテン場を作っ

た。この山行中、長期に渡り抜群のメニューを準備し

てくれたＫ崎さんのパスタを食べ、Ｉ木さんの好きな、

ブランデーを入れたアップルティーを頂いてホッとする。私はすぐ寝たと思う。 

 

8888月月月月 12121212日日日日    ((((報告報告報告報告：：：：ＩＩＩＩ村村村村))))    

 寒さで全然寝られなかった 3 人とは別に、斜めのテン場にも関わらずシュラフでヌ

クヌクと熟睡できた。さすがに標高も上がってくるとテントの外はすごく寒い。ラー

メンで体を温めるが、キンキンに冷えたネオプレーンを身に付けるのは非常につらい。

6:30 出発、4 日間でもっとも早い出発となった。沢自体はもう源流部なので難所は無

いはずだが、最後の詰めがちょっと心配。本当にお花畑はあるのか？かばヤンを先頭

にガンガン登っていくと、沢は次第に藪に変わっていく。あれ、お花畑は？それ程濃

くは無いが、鬱陶しい感じの笹薮を掻き分け、掻き分け。お花畑は見つけられなかっ

たが、特に苦労することもなく何とか無事に稜線に到着。とうとうやりました！念願

の岩井又沢畑沢遡行達成です。西朝日岳山頂まで行き、4人でがっちりと握手。記念写

真を撮って、西朝日岳から古寺鉱泉に向けて出発。朝日の縦走路はとっても歩き易い。

連休とあってか縦走している人も多

かった。途中、金玉水という水場（雪

渓水でとっても冷たくておいしい！）

で水を汲み、百名山の朝日岳のピーク

を踏み（知らない間にまたまた百名山

達成！）、約 7時間で古寺鉱泉に到着。

タクシーにて山形市内まで移動し、夜

は大宴会！生牡蠣とホヤ最高でし

た！ 

朝日レンジャー 勝利のポーズ 



 

    

≪≪≪≪遡行図遡行図遡行図遡行図≫≫≫≫    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


